
(57)【要約】

【課題】　切削切粉、スラッジなどの異物が混入した汚

濁液より、当該異物を分離回収して清浄なクーラント液

を再生できる個液分離システムで、コンパクトで簡単な

構成からなり、かつ異物の分離効率を大きく向上させる

ことが可能な構成の提供。

【解決手段】　沈殿槽の上部に掻き揚げコンベアの水平

槽を配置して、この水平槽に底を例えばパンチングフィ

ルターとしてクラーント液をろ過することで、クーラン

ト液中の油分の大半がフィルター部で分離し比較的大き

な異物に付着することで掻き揚げコンベアですこぶる液

切れよく分離回収され、それ故に沈殿槽での沈殿分離が

促進され、掻き揚げコンベアと沈殿槽で大小のサイズの

異なる異物を効率良く分離回収でき、異物の分離回収効

率が従来の多段濾過の構成と同等以上となる。

【選択図】　　　　図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
投 入 さ れ た 汚 濁 液 を 底 面 の 全 部 又 は 一 部 に 設 け た フ ィ ル タ ー 部 で 濾 過 し 落 下 さ せ る 水 平 槽
と 、 前 記 水 平 槽 の 底 面 か ら 連 続 し て 傾 斜 面 を 立 上 げ た 傾 斜 上 昇 槽 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー 部 上
に 捕 捉 さ れ た 異 物 を 前 記 傾 斜 上 昇 槽 の 上 端 部 へ と 掻 き 上 げ 排 出 す る 排 出 手 段 と を 有 す る 掻
き 上 げ 分 離 槽 と 、 前 記 水 平 槽 の 下 部 に 配 置 し て 前 記 フ ィ ル タ ー 部 か ら 落 下 す る 濾 過 液 を 滞
留 さ せ て 当 該 濾 過 液 中 の 微 細 異 物 を 沈 殿 分 離 さ せ る 沈 殿 槽 と を 有 す る 個 液 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ィ ル タ ー 部 は 、 小 孔 を 多 数 配 列 す る 板 材 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ ー 、 ス リ ッ ト 孔 を 配 列 す る
板 材 の い ず れ か で あ る 請 求 項 1に 記 載 の 個 液 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ィ ル タ ー 部 の 小 孔 又 は メ ッ シ ュ は 、 内 径 が 0.1mm～ 1.5mmの 範 囲 で あ る 請 求 項 2に 記 載 の
個 液 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
フ ィ ル タ ー 部 の ス リ ッ ト 孔 は 、 孔 幅 が 0.1mm～ 1.5mmの 範 囲 で あ る 請 求 項 2に 記 載 の 個 液 分
離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
沈 殿 槽 は 、 沈 殿 槽 内 の 液 に 水 流 を 起 こ す た め の 液 噴 射 手 段 と 、 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物
を 吸 引 回 収 す る た め 槽 上 部 よ り 液 中 に 配 置 す る ポ ン プ 吸 引 部 と を 備 え る 請 求 項 1に 記 載 の
個 液 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
沈 殿 槽 は 、 沈 殿 槽 内 の 液 に 水 流 を 起 こ す た め の 液 噴 射 手 段 と 、 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物
を 吸 引 回 収 す る た め 槽 内 に 配 置 し た ポ ン プ 吸 引 部 と を 備 え る 請 求 項 1に 記 載 の 個 液 分 離 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
沈 殿 槽 は 、 矩 形 底 面 で 底 面 の 長 辺 及 び 短 辺 よ り も 槽 深 さ が 浅 い 請 求 項 5又 は 請 求 項 6に 記 載
の 個 液 分 離 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 工 作 機 械 等 の ク ー ラ ン ト 液 の ご と く 切 削 切 粉 、 ス ラ ッ ジ な ど の 異 物 が 混 入
し た 汚 濁 液 よ り 、 混 入 異 物 を 少 な く と も 2段 階 で 分 離 回 収 し て 清 浄 な ク ー ラ ン ト 液 を 再 生
で き る 個 液 分 離 シ ス テ ム に 関 し 、 該 異 物 の 分 離 回 収 効 率 に 優 れ か つ 初 段 で 分 離 し た 異 物 の
含 水 率 を 著 し く 低 減 で き 、 さ ら に 極 め て コ ン パ ク ト で か つ ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 安 価 な 個 液
分 離 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 切 削 や 研 削 加 工 時 に ワ ー ク や バ イ ト の 冷 却 並 び に 加 工 屑 の 回 収 の た め に 、 水 や 水 に 特 定
油 分 を 含 ま せ て 所 要 性 状 と な し た 液 体 を ク ー ラ ン ト 液 と し て 使 用 す る こ と が 一 般 的 で あ る
。 使 用 後 の ク ー ラ ン ト 液 は 加 工 屑 等 の 異 物 を 分 離 除 去 し て 再 生 利 用 さ れ る 。 ま た 、 加 工 屑
は 、 例 え ば 金 属 材 料 は 同 じ 材 料 と し て 再 利 用 可 能 な た め に 分 離 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 使 用 し た ク ー ラ ン ト に は 加 工 屑 の ほ か 、 ご み 等 や ワ ー ク の 防 錆 油 、 工 作 機 械 の 潤
滑 油 な ど の 種 々 油 分 が 混 合 し て い る た め 、 こ れ を そ の ま ま 長 時 間 貯 溜 す る と 、 腐 敗 に よ り
異 臭 が 発 生 し 、 ク ー ラ ン ト の 潤 滑 性 能 が 低 下 す る だ け で な く 、 そ の 後 の 環 境 、 衛 生 上 の 問
題 等 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 使 用 後 の ク ー ラ ン ト 液 か ら 切 粉 を 分 離 す る ド ラ ム フ ィ ル タ ー 式 濾 過 装 置 と し て 、
傾 斜 面 を 形 成 し た 貯 蔵 槽 に 投 入 し た ク ー ラ ン ト 液 か ら 沈 殿 し た 切 粉 を 槽 底 面 か ら 前 記 傾 斜
面 の 上 方 に 配 設 さ れ る 排 出 口 の 下 流 側 に か け て 切 粉 を 掻 揚 げ る ス ク レ パ ー コ ン ベ ア を 設 け
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、 ス ク レ パ ー コ ン ベ ア の 水 平 部 と 傾 斜 部 の 交 点 部 分 に 濾 過 フ ィ ル タ ー を 設 け て 、 濾 過 フ ィ
ル タ ー に て 濾 過 後 の ク ー ラ ン ト 液 を 該 貯 蔵 槽 の 外 部 に 流 出 さ せ る 構 成 が 提 案 (特 許 文 献 1)
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 か か る 切 粉 と ク ー ラ ン ト の 分 離 た め の 個 液 分 離 装 置 と し て 、 磁 性 体 の 切 り 屑 を 除
去 す る た め の 磁 気 分 離 器 を 備 え 、 こ れ を 通 過 し た ク ー ラ ン ト を タ ン ク 内 で 循 環 ポ ン プ に て
渦 流 を 発 生 さ せ 、 当 該 タ ン ク 内 に 残 存 ス ラ ッ ジ を 凝 集 さ せ る 円 形 渦 流 ク ー ラ ン ト タ ン ク を
備 え 、 次 に 前 記 タ ン ク か ら 凝 集 ス ラ ッ ジ と 共 に 吸 引 し た ク ー ラ ン ト を 急 速 旋 回 さ せ る こ と
に よ り ス ラ ッ ジ に 遠 心 力 を 作 用 さ せ て 残 存 ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う サ イ ク ロ ン 装 置 を 備 え 、
さ ら に サ イ ク ロ ン 装 置 か ら 排 出 さ れ た 残 存 ス ラ ッ ジ を 、 沈 殿 抽 出 す る ス ラ ッ ジ 沈 殿 槽 と を
組 み 合 せ た 構 成 が 提 案 (特 許 文 献 2)さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-177713
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2003-275938
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 ド ラ ム フ ィ ル タ ー 濾 過 装 置 は 、 基 本 的 に 傾 斜 面 を 有 す る 貯 蔵 槽 の 構 成 で あ り 、 占 有
す る ス ペ ー ス は 貯 蔵 槽 の 設 置 箇 所 寸 法 の み で あ る 点 が 利 点 と な る 。 一 方 、 分 離 能 力 は 、 貯
蔵 槽 に お け る 沈 殿 に て 切 粉 を 分 離 さ せ 、 濾 過 フ ィ ル タ ー に て 濾 過 回 収 す る の で 、 分 離 す る
ク ー ラ ン ト は あ る 程 度 清 浄 化 さ れ る が 、 切 粉 の 回 収 効 率 に は 沈 殿 物 の み で 限 度 が あ り 、 高
い 分 離 率 は 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ス ク レ パ ー に て 掻 き 上 げ ら れ る 切 粉 等 は ク ー ラ ン ト の 含 有 率 が 高 く 、 さ ら に 廃 棄
処 理 が 困 難 に な る だ け で な く 、 ク ー ラ ン ト の 系 外 へ の 持 出 し 量 が 多 く な り 補 充 を 余 儀 な く
さ れ る 。 さ ら に 、 濾 過 フ ィ ル タ ー の 頻 繁 な 交 換 が 必 要 で あ る と と も に 、 当 該 装 置 内 に 工 作
機 か ら の 潤 滑 油 が 混 入 し て も 除 去 で き ず 、 定 期 的 な ク ー ラ ン ト の 総 入 換 え 装 置 の 清 掃 が 必
要 と な る 他 、 槽 内 で バ ク テ リ ア の 繁 殖 が 進 行 し て 異 臭 が 発 生 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 磁 気 分 離 器 、 渦 流 式 凝 集 タ ン ク 、 サ イ ク ロ ン 装 置 並 び に ス ラ ッ ジ 沈 殿 槽 を 組 み 合 せ た 構
成 は 、 切 粉 の 分 離 回 収 率 を 高 く す る こ と が で き 、 液 の ロ ン グ ラ イ フ 化 や タ ン ク の 清 掃 の イ
ン タ ー バ ル が 長 く な る な ど の 利 点 を 生 じ る が 、 磁 気 分 離 器 と ス ラ ッ ジ 沈 殿 槽 に お け る ク ー
ラ ン ト の 系 外 へ の 持 出 し や 異 臭 の 発 生 は 解 消 さ れ ず 、 さ ら に は 4種 の 濾 過 装 置 の 設 置 箇 所
が 必 要 で あ る と と も に そ れ ら の 維 持 管 理 に 多 大 の コ ス ト と 手 間 を 要 し 、 対 費 用 効 果 の 面 で
好 ま し い と は 言 い 難 い 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 工 作 機 械 等 の ク ー ラ ン ト 液 の ご と く 切 削 切 粉 、 ス ラ ッ ジ な ど の 異 物 が 混 入
し た 汚 濁 液 よ り 、 当 該 異 物 を 分 離 回 収 し て 清 浄 な ク ー ラ ン ト 液 を 再 生 で き る 個 液 分 離 シ ス
テ ム に お い て 、 異 臭 の 発 生 が な く 清 掃 な ど の メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 化 、 液 の ロ ン グ ラ イ フ 化
が 達 成 で き 、 可 能 な 限 り コ ン パ ク ト で 簡 単 な 構 成 か ら な り 、 か つ 異 物 の 分 離 効 率 を 大 き く
向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 構 成 か ら な る 個 液 分 離 シ ス テ ム の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 発 明 者 ら は 、 複 数 の 濾 過 手 段 を シ リ ー ズ 接 続 す る 等 、 構 成 を 複 雑 に す る こ と な く 簡 単 で
コ ン パ ク ト 化 が 可 能 で あ り 、 切 削 切 粉 や ス ラ ッ ジ な ど の 分 離 回 収 が 高 効 率 で 実 施 で き る 構
成 を 目 的 に 種 々 検 討 し 、 汚 液 か ら 切 粉 を 分 離 し て で き る だ け 乾 い た 状 態 で 機 外 へ 排 出 す る
た め に 、 基 本 的 に 沈 殿 分 離 機 能 を 有 す る 沈 殿 物 の 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア と 沈 殿 槽 と を 組 み 合 せ
る こ と に 着 目 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 発 明 者 ら は 、 こ の 構 成 に つ い て 鋭 意 検 討 を 加 え た 結 果 、 沈 殿 槽 の 上 部 に 掻 き 揚 げ
コ ン ベ ア の 水 平 槽 を 配 置 し て 、 こ の 水 平 槽 底 面 を 例 え ば パ ン チ ン グ フ ィ ル タ ー と し て 汚 濁
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液 を ろ 過 し 、 さ ら に 沈 殿 槽 で 沈 殿 分 離 さ せ る こ と で 、 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア と 沈 殿 槽 で 大 小 の
サ イ ズ の 異 な る 異 物 を 効 率 良 く 分 離 回 収 で き 、 特 に 水 平 槽 で 分 離 し た 異 物 は 従 来 に 比 し て
遙 か に ド ラ イ 状 態 と し て 分 離 回 収 で き る こ と 、 分 離 し た 異 物 に は 汚 濁 液 中 の 油 分 が 付 着 し
て 分 離 で き 、 沈 殿 槽 へ の 油 分 の 混 入 が 著 し く 低 減 で き る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 発 明 者 ら は 、 さ ら に 前 記 沈 殿 槽 に お い て 、 沈 殿 槽 内 の 液 に 水 流 を 起 こ す た め の 液 噴 射 手
段 と 、 例 え ば 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物 を 吸 引 回 収 す る た め の ポ ン プ 吸 引 部 と を 備 え る こ
と に よ り 、 沈 殿 槽 内 で 微 細 異 物 を 効 率 よ く 分 離 回 収 で き る こ と を 知 見 し 、 こ の 発 明 を 完 成
し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ の 発 明 は 、 投 入 さ れ た 汚 濁 液 を 底 面 の 全 部 又 は 一 部 に 設 け た フ ィ ル タ ー 部
で 濾 過 し 落 下 さ せ る 水 平 槽 と 、 前 記 水 平 槽 の 底 面 か ら 連 続 し て 傾 斜 面 を 立 上 げ た 傾 斜 上 昇
槽 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー 部 上 に 捕 捉 さ れ た 異 物 を 前 記 傾 斜 上 昇 槽 の 上 端 部 へ と 掻 き 上 げ 排 出
す る 排 出 手 段 と を 有 す る 掻 き 上 げ 分 離 槽 と 、 前 記 水 平 槽 の 下 部 に 配 置 し て 前 記 フ ィ ル タ ー
部 か ら 落 下 す る 濾 過 液 を 滞 留 さ せ て 当 該 濾 過 液 中 の 微 細 異 物 を 沈 殿 分 離 さ せ る 沈 殿 槽 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 個 液 分 離 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 記 構 成 の 個 液 分 離 シ ス テ ム に お い て 、
フ ィ ル タ ー 部 は 、 小 孔 を 多 数 配 列 す る 板 材 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ ー 、 ス リ ッ ト 孔 を 配 列 す る
板 材 の い ず れ か で あ る 構 成 、
フ ィ ル タ ー 部 の 小 孔 又 は メ ッ シ ュ は 、 内 径 が 0.1mm～ 1.5mmの 範 囲 で あ る 構 成 、
フ ィ ル タ ー 部 の ス リ ッ ト 孔 は 、 孔 幅 が 0.1mm～ 1.5mmの 範 囲 で あ る 構 成 、
沈 殿 槽 は 、 沈 殿 槽 内 の 液 に 水 流 を 起 こ す た め の 液 噴 射 手 段 と 、 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物
を 吸 引 回 収 す る た め 槽 上 部 よ り 液 中 に 配 置 す る ポ ン プ 吸 引 部 と を 備 え る 構 成 、
沈 殿 槽 は 、 沈 殿 槽 内 の 液 に 水 流 を 起 こ す た め の 液 噴 射 手 段 と 、 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物
を 吸 引 回 収 す る た め 槽 内 に 配 置 し た ポ ン プ 吸 引 部 と を 備 え る 構 成 、
沈 殿 槽 は 、 矩 形 底 面 で 底 面 の 長 辺 及 び 短 辺 よ り も 槽 深 さ が 浅 い 構 成 、 を 併 せ て 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 掻 き 揚 げ 分 離 槽 の 水 平 槽 と 沈 殿 槽 を 上 下 に 配 置 す る こ と で 省 ス ペ ー ス 化 を
図 る こ と が で き 、 こ の 槽 の 上 下 配 置 は 、 該 水 平 槽 底 に フ ィ ル タ ー 部 を 設 け る こ と で ク ー ラ
ン ト 液 等 か ら 直 ち に ほ と ん ど の 異 物 を 分 離 除 去 で き 、 こ の 分 離 し た 異 物 は 十 分 に 液 切 り し
て 傾 斜 上 昇 槽 の 上 端 部 へ と 掻 き 上 げ 排 出 で き 、 ド ラ イ な 異 物 回 収 が 可 能 と な る 。 前 記 フ ィ
ル タ ー 部 を 通 過 し た 後 の ク ー ラ ン ト 液 は 、 沈 殿 槽 に 落 下 さ せ て 同 槽 で 液 中 の 微 細 な 異 物 等
を 沈 殿 分 離 さ せ る こ と が 可 能 で 、 こ の 水 平 槽 と 沈 殿 槽 で の 濾 過 対 象 を 大 小 に 区 分 で き る た
め 、 各 槽 で 分 離 回 収 が 効 率 よ く な る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 通 常 の 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア を 備 え た 分 離 槽 で は 分 離 回 収 が 困 難 な 油 分 は 、 異 物 等
に 付 着 し て そ れ を 浮 遊 さ せ る こ と が 多 い が 、 こ の 発 明 の 水 平 槽 の 構 成 に よ る と 、 底 部 の フ
ィ ル タ ー 部 方 向 に 流 れ が 生 じ る こ と で 、 ク ー ラ ン ト 液 中 の 油 分 の 大 半 が フ ィ ル タ ー 部 で 沈
殿 し 分 離 す る 比 較 的 大 き な 異 物 に 付 着 す る こ と で 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア で 分 離 回 収 さ れ 、 そ れ
故 、 沈 殿 槽 で の 微 細 な 異 物 の 沈 殿 が 容 易 に な り 、 掻 き 揚 げ 分 離 槽 と 沈 殿 槽 の 2段 濾 過 で あ
る が 、 異 物 の 分 離 回 収 効 率 が 多 段 濾 過 の 構 成 と 同 等 以 上 に 極 め て 良 好 と な る 。 従 っ て 、 こ
の 発 明 に よ る と 、 装 置 で の 異 臭 の 発 生 が な く 清 掃 な ど も ほ と ん ど 不 要 で メ ン テ ナ ン ス フ リ
ー 化 、 液 の ロ ン グ ラ イ フ 化 が 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 掻 き 揚 げ 分 離 槽 の 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア と 、 沈 殿 槽 で の 沈 殿 促 進 の た め の 水 流
形 成 用 の 噴 射 部 や 沈 殿 異 物 の 吸 引 ポ ン プ 等 、 可 動 装 置 に 特 に 摩 耗 し た り 目 詰 ま り す る な ど
の 頻 繁 に メ ン テ ナ ン ス を 要 す る 装 置 構 成 が 少 な く 、 長 期 間 の 安 定 的 な 操 業 と 長 い メ ン テ ナ
ン ス イ ン タ ー バ ル が 両 立 す る 利 点 が あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 掻 き 揚 げ 分 離 槽 は 、 汚 液 を 投 入 す る 水 平 槽 に 傾 斜 上 昇 槽 を 有 し て 水
平 槽 底 上 の 異 物 を 傾 斜 上 昇 槽 へ と 掻 き 上 げ て 排 出 す る 構 成 で あ れ ば 、 公 知 の い ず れ の 構 成
も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 汚 液 を 投 入 す る 水 平 槽 は 、 例 え ば 平 行 す る 2条 の チ ェ ー ン 間 に 所 要 幅 の ス ク レ パ ー を 渡
し て 槽 底 を 掃 く こ と が で き る コ ン ベ ア を 配 置 で き れ ば 良 く 、 矩 形 状 の 水 平 槽 の 一 方 端 側 に
ス プ ロ ケ ッ ト な ど の 転 回 部 を 設 け 、 他 方 端 に は 傾 斜 上 昇 槽 を 接 続 す る こ と で 、 水 平 槽 底 上
の 異 物 を 傾 斜 上 昇 槽 へ と 掻 き 上 げ て 排 出 す る 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア は 、 水 平 槽 底 上 の 異 物 を ス ク レ パ ー で 搬 送 で き れ ば 、 上 述 の 構 成 の 他
、 公 知 の い ず れ の 構 成 も 採 用 で き る 。 ま た 、 ス ク レ パ ー は 、 そ の 材 質 、 形 状 な ど に 関 し 、
後 述 の フ ィ ル タ ー 部 の 形 態 や 開 口 率 な ど 、 分 離 除 去 対 象 で あ る 切 粉 な ど の 形 状 、 寸 法 範 囲
、 材 質 等 に 応 じ て 適 宜 選 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 水 平 槽 の 底 面 の 全 部 又 は 一 部 に 設 け る フ ィ ル タ ー 部 は 、 ク ー ラ ン ト 液 な ど の 汚 液 中 の 切
粉 な ど の 異 物 を 大 小 に 区 分 す る も の で 、 小 孔 を 多 数 配 列 す る 板 材 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ ー 、
種 々 サ イ ズ の ス リ ッ ト 孔 を 配 列 す る 板 材 等 の フ ィ ル タ ー で 構 成 す る こ と が で き 、 例 え ば 分
離 除 去 す べ き 切 粉 な ど の 形 状 、 寸 法 範 囲 、 材 質 等 に 応 じ て 、 小 孔 の 内 径 、 メ ッ シ ュ の 開 き
径 、 ス リ ッ ト の 孔 幅 や そ れ ら の 配 置 を 適 宜 選 定 で き る 。 い ず れ も 後 述 の ス ク レ パ ー に て 、
水 平 槽 底 の 該 フ ィ ル タ ー を 通 過 し な い 切 粉 等 の 異 物 を 掻 き 取 り 搬 送 す る こ と か ら 、 フ ィ ル
タ ー 部 で 目 つ ま り や ス ク レ パ ー の 搬 送 を 阻 害 す る こ と が 少 な い 構 成 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 小 孔 を 多 数 配 列 す る フ ィ ル タ ー 部 の 小 孔 は 、 内 径 が 0.1mm～ 1.5mmの 範 囲 が 好 ま し い 、 さ
ら に 、 0.2mm～ 1mm、 0.3mm～ 0.6mmの 範 囲 が 好 ま し い 。 メ ッ シ ュ も ス リ ッ ト 孔 も 同 様 の 開 き
径 、 孔 幅 が 好 ま し く 、 ス リ ッ ト 長 さ も 短 い ほ う が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ ー 部 は 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 の 水 平 槽 底 の 所 要 箇 所 の 一 部 あ る い は ほ ぼ 全 面
に 設 け る こ と が 可 能 で あ り 、 水 平 槽 内 に 投 入 さ れ る 汚 液 量 は 沈 殿 槽 内 に 滞 留 さ せ る 汚 液 量
や 清 浄 液 の 需 要 量 な ど を 勘 案 し て 設 置 面 積 、 開 口 率 な ど を 適 宜 選 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 沈 殿 槽 は 、 そ の 上 部 に 配 置 す る 掻 き 上 げ 分 離 槽 か ら 落 下 投 入 さ れ る
汚 液 を 収 容 し て 液 中 の 異 物 を 沈 殿 分 離 さ せ る こ と が で き れ ば 、 公 知 の い ず れ の 構 成 も 採 用
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 沈 殿 槽 内 に 蛇 行 や 渦 流 れ を 形 成 す る こ と で 槽 底 あ る い は 所 要 の フ ィ ル タ ー 部 に 異
物 の 沈 殿 や 集 積 を 促 進 さ せ る 構 成 と し て 、 槽 内 を 区 画 し た り 、 槽 底 を す り 鉢 状 に 形 成 し た
り 、 液 の 噴 射 ノ ズ ル を 槽 内 に 適 宜 配 置 し た り 、 さ ら に 無 駆 動 又 は 駆 動 型 の 撹 拌 プ ロ ペ ラ を
設 け る な ど 種 々 の 構 成 が 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 沈 殿 槽 で 沈 殿 あ る い は 凝 集 、 集 積 さ せ た 異 物 の 回 収 は 、 沈 殿 槽 の 構 成 に 応 じ て 槽 底 や 側
壁 に 設 け る 吸 引 口 あ る い は 槽 上 部 よ り 液 中 に 配 置 す る ポ ン プ 吸 引 口 等 に よ り 、 清 浄 液 と と
も に 槽 外 に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 沈 殿 槽 は 、 設 置 箇 所 に 応 じ て 槽 形 を 円 形 、 多 角 形 、 矩 形 、 種 々 異 形 と す る こ と が
で き 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 の 1槽 に 対 し て 沈 殿 槽 を 1槽 と す る 他 、 沈 殿 槽 1槽 の 上 に 複 数 の 掻 き
上 げ 分 離 槽 を 配 置 し た り 、 逆 に 多 段 階 に 沈 殿 さ せ る た め に 沈 殿 槽 を タ ン デ ム や パ ラ レ ル の
多 槽 配 置 と す る こ と も で き る 。 な お 、 実 施 例 に 示 す ご と く 、 沈 殿 槽 は 、 矩 形 底 面 で 底 面 の
長 辺 及 び 短 辺 よ り も 槽 深 さ が 浅 い 構 成 と す る こ と で 、 設 置 箇 所 で 床 レ ベ ル よ り 低 い ピ ッ ト
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も 不 要 で 最 も コ ン パ ク ト に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 沈 殿 槽 で 分 離 濾 過 さ れ た 清 浄 液 は 、 必 要 に 応 じ て 他 の 濾 過 フ ィ ル タ ー を 用 い た
清 浄 装 置 な ど で 精 密 濾 過 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 1、 図 2に 示 す 構 成 は 、 通 常 の 工 場 な ど で 設 置 が 容 易 と な る 、 水 深 の 浅 い 矩 形 の 沈 殿 槽
を 主 体 と す る 個 液 分 離 装 置 で あ る 。 槽 内 の 四 隅 の み 丸 め た 略 矩 形 の 沈 殿 槽 1は 、 そ の 短 辺
側 に 清 浄 液 槽 2と を 一 体 化 し て 所 要 の 矩 形 の 液 槽 3が 形 成 さ れ 、 そ の 四 隅 に は 床 に 載 置 す る
た め の キ ャ ス タ ー と 高 さ 調 整 具 が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 沈 殿 槽 1の 上 面 半 分 の 長 辺 方 向 に 掻 き 上 げ 分 離 槽 4の 水 平 槽 5と こ れ に 接 続 さ れ る 傾 斜 上
昇 槽 6が 載 置 さ れ 、 水 平 槽 5の 底 面 に は 3枚 の フ ィ ル タ ー 板 7が 配 置 さ れ 、 加 工 装 置 か ら の ク
ー ラ ン ト 液 は 、 水 平 槽 5の 図 の 左 側 と 右 側 上 部 に 設 け る 導 入 口 8よ り 投 入 さ れ て 水 平 槽 5底
面 の フ ィ ル タ ー 板 7を 通 過 し て 沈 殿 槽 1内 に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 示 し な い が 、 水 平 槽 5の 図 の 左 側 端 と 傾 斜 上 昇 槽 6の 下 端 に 配 置 す る 円 板 や ガ イ ド 板 、
並 び に 傾 斜 上 昇 槽 6の 上 端 に 軸 支 配 置 す る ス プ ロ ケ ッ ト に 歯 合 す る 2条 の チ ェ ー ン と で エ ン
ド レ ス コ ン ベ ア を 形 成 し て 、 2条 の チ ェ ー ン 間 に 所 要 幅 の ス ク レ パ ー を 渡 し て 槽 底 を 掃 く
こ と が で き る 掻 き 上 げ コ ン ベ ア を 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 掻 き 上 げ コ ン ベ ア の ス ク レ パ ー は 水 平 槽 5の 槽 底 、 特 に フ ィ ル タ ー 板 7上 と 傾 斜 上 昇 槽 6
の 下 端 か ら 上 端 へ と 沈 殿 し た 異 物 を 掻 き 上 げ て 槽 頂 部 9よ り 排 出 す る 。 槽 頂 部 9に 水 平 部 と
落 下 ス ロ ー プ を 設 け て 、 コ ン ベ ア の 駆 動 モ ー タ ー 22に 間 欠 的 に 開 閉 す る カ バ ー 型 シ ャ ッ タ
ー 21を 設 け る こ と で 、 掻 き 上 げ て 排 出 す る 異 物 か ら の 液 切 り が 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ ィ ル タ ー 板 7は 、 こ こ で は 水 平 槽 5の 底 面 の 一 部 に 設 け て あ り 、 所 要 内 径 の 小 孔 を 所 定
ピ ッ チ で 多 数 穿 孔 配 置 し た パ ン チ ン グ フ ィ ル タ ー か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 沈 殿 槽 1で は 、 ポ ン プ 10で 槽 内 の 液 を 汲 み 上 げ て 、 槽 内 の 短 辺 と 長 辺 の 各 壁 面 沿 い に 配
置 す る 4か 所 の 噴 射 ノ ズ ル 15よ り 噴 射 し 、 図 2で は 時 計 回 り の 渦 流 を 形 成 し て 槽 内 の 中 央 部
底 に 異 物 を 沈 殿 さ せ る 構 成 か ら な る 。 渦 流 手 段 は 、 上 記 の 液 噴 射 ノ ズ ル の ほ か 、 小 型 の ス
ク リ ュ ウ プ ロ ペ ラ を 用 い る な ど 公 知 の い ず れ の 手 段 を も 採 用 で き る 。 ま た 、 渦 流 方 向 も 例
え ば ポ ン プ 主 軸 回 転 方 向 に 応 じ て 適 宜 選 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 沈 殿 槽 1で は 、 槽 中 央 上 部 よ り 液 中 に 配 置 す る ポ ン プ 11は 、 そ の 下 端 部 に 沈 殿 槽
底 面 に 沈 殿 し た 異 物 を 吸 引 回 収 す る た め の 吸 引 口 12を 有 し 、 吸 引 口 12の 上 部 の 胴 部 13に 回
転 自 在 に プ ロ ペ ラ 14を 軸 支 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の プ ロ ペ ラ 14は 、 矩 形 板 状 で そ の 厚 み 端 面 を 底 に 向 け 、 槽 底 に は 当 接 せ ず に 前 記 の 時
計 回 り の 渦 流 れ に て 同 様 に 旋 回 す る こ と が で き 、 該 矩 形 板 の 厚 み 端 面 に 部 分 的 に 設 け る ス
ク レ パ ー に て 、 槽 底 面 上 の 異 物 を 掃 く よ う に 構 成 す る こ と で 、 沈 殿 槽 底 面 に 沈 殿 し た 異 物
を 吸 引 口 12へ と 集 め る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 沈 殿 槽 1で 吸 引 口 12か ら の 液 は 、 異 物 を 含 む た め 別 途 フ ィ ル タ ー で 濾 過 し て 異 物 を 分 離
回 収 し 、 濾 過 後 の 液 は 沈 殿 槽 1に 戻 す 。 沈 殿 槽 1で 図 示 し な い ポ ン プ で 槽 1内 の 清 浄 液 を 例
え ば 図 示 す る 塔 型 の 濾 過 装 置 20で 濾 過 し 、 濾 過 後 の 液 は 清 浄 液 槽 2へ 投 入 す る 。 清 浄 液 槽 2
の ポ ン プ 17で 汲 み 上 げ ら れ た 清 浄 液 は 、 例 え ば 再 度 加 工 装 置 へ ク ー ラ ン ト 液 と し て 供 給 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 清 浄 液 は 別 の ポ ン プ 18で 汲 み 上 げ ら れ て 前 記 濾 過 装 置 20の フ ィ ル タ ー の 逆 洗 浄 液
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と し て 使 用 さ れ 、 再 度 沈 殿 槽 1へ 投 入 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 沈 殿 槽 1で は 、 図 示 の ご と く 公 知 の オ イ ル ス キ マ ー 16を 併 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ
ら に 、 沈 殿 槽 1に 複 数 の ポ ン プ を 備 え て 、 加 工 装 置 の ベ ッ ド や 治 具 の 洗 浄 液 と し て 供 給 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 水 平 槽 5内 に 投 入 さ れ る 汚 液 量 は も ち ろ ん 、 前 記 洗 浄 液 と し て 利 用 す る 場 合 な ど 、 沈 殿
槽 1内 に 滞 留 さ せ る 汚 液 量 や 清 浄 液 の 需 要 量 な ど を 考 慮 し て 、 沈 殿 槽 1と 清 浄 液 槽 2に 液 面
計 19を 備 え て 液 面 が 所 定 範 囲 と な る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 詳 述 し た 図 1、 図 2の 構 成 か ら な る 個 液 分 離 シ ス テ ム の 実 施 例 に お い て 、 掻 き 上 げ 分 離 槽
は 、 そ の 掻 き 上 げ コ ン ベ ア 速 度 約 2m/min、 パ ン チ ン グ フ ィ ル タ ー 孔 内 径 0.5mm、 パ ン チ ン
グ フ ィ ル タ ー 面 積 約 0.5m 2 と し 、 沈 殿 槽 は 容 積 800lと し 、 さ ら に 終 段 と し て 清 浄 液 の 濾 過
に 不 織 布 フ ィ ル タ ー を 使 用 し た 精 密 濾 過 装 置 を 用 い た 。 水 希 釈 の ク ー ラ ン ト 液 を 用 い 、 粉
状 及 び カ ー ル 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 除 去 し 、 清 浄 化 能 力 と し て 約 200l/minの 処 理 量 が 得
ら れ た 。 こ の 条 件 で 1年 6か 月 の 連 続 運 転 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 比 較 の た め 、 槽 底 が 通 常 の 板 面 か ら な り 、 沈 殿 槽 の プ ロ ペ ラ を 配 置 し な い 以 外 は 同 様 仕
様 の 上 記 掻 き 上 げ 分 離 槽 と 、 同 じ 沈 殿 槽 と 精 密 濾 過 装 置 を 用 い 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 か ら は 不
織 布 フ ィ ル タ ー を 使 用 し て 沈 殿 槽 へ 送 り 、 つ い で 精 密 濾 過 装 置 へ と 液 が 流 れ る よ う に シ リ
ー ズ 接 続 し た 濾 過 装 置 を 用 い て 、 同 じ ク ー ラ ン ト 液 を 用 い 、 粉 状 及 び カ ー ル 状 の 切 粉 を 除
去 し 、 約 200l/minの 処 理 量 が 得 ら れ る よ う に し 、 1年 6か 月 の 連 続 運 転 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 比 較 装 置 は 、 本 実 施 例 の 個 液 分 離 シ ス テ ム と 同 じ 処 理 量 を 得 て か つ 連 続 運 転 す る た め に
は 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 で の 不 織 布 フ ィ ル タ ー は 毎 週 交 換 し 、 沈 殿 槽 で の オ イ ル ス キ マ ー 、 精
密 濾 過 装 置 の フ ィ ル タ ー の 交 換 、 洗 浄 イ ン タ ー バ ル は 著 し く 短 く な り ほ ぼ 毎 週 行 う 必 要 が
あ っ た 。 ま た 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 で の ク ー ラ ン ト 液 の 持 出 し に よ り 、 毎 週 25～ 30リ ッ ト ル の
ク ー ラ ン ト 液 の 補 充 を 行 う 必 要 が 有 り 、 さ ら に は 10か 月 程 度 で 異 臭 に よ り 液 の 総 入 れ 換 え
と 清 掃 が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に 対 し て 本 発 明 の 個 液 分 離 シ ス テ ム の 実 施 例 で は 、 当 然 の こ と な が ら 掻 き 上 げ 分 離
槽 で の 不 織 布 フ ィ ル タ ー は 不 要 で あ り 、 パ ン チ ン グ フ ィ ル タ ー 部 で 濾 過 さ れ て 排 出 し た ア
ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 液 切 れ が よ く 、 補 充 は 週 に 8～ 10リ ッ ト ル で あ っ た 。 ま た 、 1年 6か 月 後
も 異 臭 は な く 、 装 置 全 体 の 清 掃 並 び に 液 の 入 れ 換 え の 必 要 性 は 全 く な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 で は 、 掻 き 上 げ 分 離 槽 の 水 平 槽 底 面 の フ ィ ル タ ー 部 で 除 去 さ れ る 切
粉 、 ス ラ ッ ジ と オ イ ル が 効 率 よ く 回 収 さ れ る た め 、 沈 殿 槽 で の オ イ ル ス キ マ ー と 精 密 濾 過
装 置 の フ ィ ル タ ー を 汚 す こ と が 少 な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 沈 殿 槽 で は 油 分 の 流
入 が 抑 制 さ れ 、 渦 流 に よ り 微 細 切 粉 の 凝 集 回 収 が 進 行 す る た め 、 バ ク テ リ ア の 生 成 が 抑 制
さ れ 、 ク ー ラ ン ト 液 の 長 寿 命 化 が 達 成 さ れ て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 実 施 例 に 明 ら か な よ う に 、 掻 き 揚 げ 分 離 槽 の 水 平 槽 と 沈 殿 槽 を 上 下 に 配 置
す る こ と で 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る だ け で な く 、 水 平 槽 底 に 設 け た フ ィ ル タ ー 部
で 濾 過 対 象 を 大 小 に 区 分 で き 、 従 来 の 掻 き 揚 げ 分 離 槽 と 沈 殿 槽 で 得 ら れ る 異 物 の 分 離 能 力
を 大 き く 超 え る 相 乗 効 果 が 得 ら れ 、 ク ー ラ ン ト 液 中 の 油 分 の 大 半 が フ ィ ル タ ー 部 で 分 離 し
比 較 的 大 き な 異 物 に 付 着 す る こ と で 掻 き 揚 げ コ ン ベ ア で す こ ぶ る 液 切 れ よ く 分 離 回 収 さ れ
、 そ れ 故 に 沈 殿 槽 で の 沈 殿 分 離 が 促 進 さ れ 、 異 物 の 分 離 回 収 効 率 が 従 来 の 多 段 濾 過 の 構 成
と 同 等 以 上 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 個 液 分 離 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 正 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に よ る 個 液 分 離 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 上 面 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 1　 沈 殿 槽
　 2　 清 浄 液 槽
　 3　 液 槽
　 4　 掻 き 上 げ 分 離 槽
　 5　 水 平 槽
　 6　 傾 斜 上 昇 槽
　 7　 フ ィ ル タ ー 板
　 8　 導 入 口
　 9　 槽 頂 部
　 10,11,17,18　 ポ ン プ
　 12　 吸 引 口
　 13　 胴 部
　 14　 プ ロ ペ ラ
　 15　 噴 射 ノ ズ ル
　 16　 オ イ ル ス キ マ ー
　 19　 液 面 計
　 20　 濾 過 装 置
　 21　 カ バ ー 型 シ ャ ッ タ ー
　 22　 駆 動 モ ー タ ー
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